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▼この春、沖縄米軍基地の強制使用のための特別措置法が改悪され、同時にアイ
ヌ文化振興法が成立しました。列島の南端と北端において同時に、独自の歴史や
文化を持つ地域や民族を抑圧しつづけてきた日本国家の醜悪な姿がさらけ出され
たと言えます。地方分権の流れに逆行し法治国家の建前さえかなく､､り捨てた沖縄
差別の法改悪を強行したことに対する沖縄の人びとの怒りは、激しく深いもので
す。また、日本国家は、今なおアイヌ民族の先住民族としての権利を認めようと
せず、アイヌ民族に対する抑圧と差別の歴史を反省する姿勢を持っていません。
▽エスニシテイの自立・自治の動きが現代世界で強まり、地方分権・地域自治の

実現が日本でも焦眉の課題に上っている時に、少数者を平然と差別して恥じない
日本の民主主義とは、一体何でしょうか。北海道における地域とエスニシティの
自立・自治の運動の経験に学びながら、私たちの現在を問い直してみませんか。

7／18（金）
18:㈹～21:00シンポジウム①
｢珂t民士羊蓋ﾉｰ地方自治」
●会場：札幌市女性センター

（札幌市中央区大通り西
19丁目念011621 - 5 1 7 7
地下鉄東西線西18丁目駅
下車1番出口）

●報告：
今非門"首(北海道大学）
｢現代民主主義と地方分権」

大嶋薫(札幌市議）
｢市民自治の可能性一議会活動
の視点から」

丹野瀞X(茨城大学）
｢原発と住民ー-動燃事故をめぐ
って」

司会: ejll真澄
(フォーラム卯'S事務局長）
●参加費：知円

7／19 (±）
13:00～17:00シンポジウム①
｢先住蜀麺自治と文化」
●会場：
北海道大学軍艦講堂6番教室
●報告：
棡東秀坦(北海道新聞記者）
｢サハリンは今」

石井ボンベ
(北海道ウタリ協会札幌支部人
権部長）
｢札幌に生きるアイヌの現状」

安卑英子
（基地・軍隊を許さない行動す
る女たちの会）
｢<復帰〉25年目の沖縄から」

F陣俊二
(民族歴史研究所）
「アイヌ文化振興法をめぐって」

[賛同人］
浅見克彦（北海道大学）
飯部紀昭（道都大学）
稲村勲（札幌学院大学）
太田昌国（民族問題研究者）
小川早苗（エテケカンパの会）
貝澤輝一（北海道ウタリ協会・平取町議員）
越田清和（アジア太平洋資料センター）
萱野茂（参議院議員）
笹田浩司（会社員）
佐藤タツエ（レラの会）

特別報告：
岡田岡壮(派兵チェック）
｢ゴランPKO派兵について」

司会：安藤紀典
(｢月刊フォーラム」編集長）
●参加費：印0円

1 8 ： “ ～ 2 0 : 0 0

交流レセプション（会場未定）

7／釦（日）
オプショナル・コースとして
二風谷を訪問（郵也で1泊)。

杉山吉弘（大学教員）

都築仁美（自由学校「遊｣）
中野徹三（札幌学院大学）
花崎皐平（フリーランスライター）
濱本正彦（フォーラム90's会員）
細見眞也（北海学園大学）
堀琴美（女のスペース・おん）
宮下柾次（札幌学院大学）

[賛同団体］
自由学校「遊」(s0l l-613-3396)

主催●フオーラム90Is
東京都千代田区三崎町3-1-18 a&Fax 03-3234-301 1
(札幌連絡先：浅見克彦 念011-706-4194）

▼日程

■
二
四
■
■
」

札
幌
芽
-ラ
ム

へ
Ｑ
」
案
内
地
域
と
エ
ス
ニ
シ
テ
イ
の
自
立
を
め
ざ
し
て

ｌ
日
本
の
民
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濡
集
前
塾
 
安
藤
紀
典

〔
今
月
の
論
説
一

①
臓
器
移
植
法
成
立
天
笠
啓
祐

１
人
の
死
を
待
つ
医
療
と
は
何
か

⑩
「
組
織
的
犯
罪
対
策
法
豈
盗
聴
法
」
に
反
対
し
よ
う
木
原
 
洋

ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

民
主
主
義
の
可
能
性

●
特
集
●

二
○
世
紀
を
読
み
直
す
②

永
続
民
主
一
圭
蓉
襄
叩
の
理
論
・
そ
の
後
加
藤
哲
郎

ｌ
マ
ル
ク
ス
主
義
・
市
民
社
会
・
民
主
主
義

戦
後
民
主
主
義
の
問
題
性
今
井
弘
道

ｌ
民
主
主
義
の
過
剰
に
よ
る
反
権
威
主
義
的
自
由
主
義
の
縮
小

民
主
社
会
の
倫
理
川
本
隆
史

ｌ
高
校
教
科
書
の
作
成
に
携
わ
っ
て

多
元
主
義
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
展
望
斎
藤
純
一

母
の
眩
き
、
あ
る
い
は
「
市
民
」
な
ら
ざ
る
者
の
民
主
主
義
岡
 
真
理

○
表
現
の
《
由
鱈
三
の
胃
再
↓
「
ち
ん
ど
ん
歴
朝
Ⅲ
堂
」

「
場
命
冨
邑
」
を
つ
く
り
練
り
歩
く
鉦
と
太
鼓
桜
井
大
子
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誰
し
も
経
験
が
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、
自
分

と
し
て
は
関
心
の
あ
る
特
集
テ
ー
マ
で
も
、
論

文
に
よ
っ
て
す
ぐ
頭
に
入
っ
て
き
て
理
解
し
易

い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
筆
者
が
扱
か
っ
て
い
る
問
題
領
域
と
提
起
の

仕
方
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
自
分
の
経
験
・
理

論
の
な
か
で
な
じ
ん
で
き
た
こ
と
と
、
同
時
代

の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
と
の
違
い
に
よ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
と
に
理
論
的
テ
ー
マ
を
読
む
場
合
に
そ
う
い

う
傾
向
が
強
い
。

今
号
の
「
民
主
、
王
義
の
可
能
性
」
は
、
編
集

委
員
会
と
し
て
重
点
テ
ー
マ
に
置
い
た
「
二
○

肚
紀
を
読
み
直
す
」
の
第
二
回
目
の
特
集
で
あ

る
。
二
○
世
紀
を
読
み
直
す
と
い
う
課
題
を
ｎ

分
白
身
の
こ
と
と
し
て
考
え
た
場
合
、
同
時
代

の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
接
し
て
こ
な
か
っ
た
理

論
が
か
な
り
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
存
在
自
体

を
知
ら
な
か
っ
た
の
な
ら
無
知
で
あ
る
の
は
当

然
だ
が
、
存
在
は
聞
い
て
い
て
も
内
分
の
関
心

の
文
脈
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
に
読
ま
な

か
っ
た
こ
と
を
、
今
は
い
く
ら
か
後
悔
す
る
と

い
う
気
持
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
た
と
え
ば

こ
の
よ
う
な
特
集
で
さ
ま
ざ
ま
な
「
民
主
、
王
義

論
」
を
い
っ
ぺ
ん
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
を
、

細
集
者
と
い
わ
ず
一
読
新
と
し
て
あ
り
が
た
い

と
思
う
。

こ
ん
な
こ
と
を
あ
え
て
言
う
の
は
、
個
人
的

に
は
私
も
そ
ろ
そ
ろ
締
め
括
り
の
年
代
に
入
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
帥
Ｓ
の
仕
事
の
ひ
と
つ
は
、
そ
う

い
う
「
二
○
世
紀
」
の
同
時
代
史
を
再
審
す
る

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

特
集
の
な
か
の
加
藤
哲
郎
氏
の
諭
文
か
ら
思

い
起
こ
す
の
は
、
本
誌
の
創
刊
号
の
中
心
は
同

じ
加
藤
氏
と
今
は
亡
き
蹟
松
渉
氏
の
論
文
で
あ

っ
た
こ
と
だ
。
あ
れ
か
ら
七
年
経
っ
て
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
卯
Ｓ
の
め
ざ
し
た
も
の
は
変
わ
ら
な

い
の
か
、
変
わ
っ
た
の
か
。
会
員
一
人
ひ
と
り

の
な
か
で
は
ど
う
な
の
か
。
「
二
○
世
紀
を
読

み
直
す
」
と
い
う
作
業
と
と
も
に
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
帥
Ｓ
の
再
審
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
安
藤
紀
典

一
編
集
前
紀
】

民
主
主
義
を
ど
う
す
る
か

そ
の
叫
能
性
を
読
み
直
す
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永
続
民
主
兼
義
革
命
の
理
論
・
そ
の
後

Ｉ
マ
ル
ク
ス
主
義
・
市
民
社
会
・
民
主
主
義

本
特
集
の
、
王
題
は
、
「
民
主
、
王
義
の
可
能
性
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
私
に
「
永
続
民
主
主
義
革
命
の
理
論
」
に
つ
い
て
論
ぜ
よ
と
い

う
の
は
、
ひ
と
つ
は
私
が
東
欧
革
命
直
後
の
『
東
欧
革
命
と
社
会
主
義
』

（
花
伝
社
、
一
九
九
○
年
）
終
章
で
、
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
、
王
義
、
ポ
ス

ト
・
マ
ル
ク
ス
、
王
義
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
諾
潮
流
に
学
び

な
が
ら
、
「
労
働
生
涌
に
お
け
る
革
命
」
「
ｎ
川
時
間
に
お
け
る
革
命
」

「
Ⅲ
界
空
間
に
お
け
る
革
命
」
「
国
家
そ
の
も
の
に
対
す
る
革
命
」
を
含
む

「
永
続
民
、
王
、
王
義
革
命
」
を
捉
咄
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、

日
本
に
お
け
る
「
民
主
、
王
義
の
永
久
龍
命
」
の
領
導
者
で
あ
っ
た
丸
山
真

男
の
、
水
眠
に
よ
っ
て
、
ま
た
沖
細
県
に
Ⅱ
本
国
憲
法
下
で
の
日
米
安
保
条

約
の
ひ
ず
み
を
恒
久
化
す
る
駐
留
軍
用
地
特
別
措
世
法
の
大
政
翼
賛
会
的

改
訂
に
よ
っ
て
、
日
本
の
「
戦
後
民
主
、
王
義
」
の
意
味
が
改
め
て
問
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
問
題
は
本
特
集
の
別
の
論
文
で
扱
わ
れ

る
と
い
う
の
で
、
小
論
で
は
、
私
自
身
の
「
永
続
民
主
主
義
革
命
」
観
を
、

マ
ル
ク
ス
、
王
義
と
「
市
民
社
会
」
概
念
の
関
係
の
歴
史
的
再
考
と
い
う
か

◇

【
特
築
一

民
主
主
義
の
可
能
性

’二
○
世
紀
を
読
み
直
す
②

加
藤
哲
郎

た
ち
で
提
示
し
て
み
た
い
。

｜
 
日
本
マ
ル
ク
ス
主
義
と
「
市
民
社
会
」
の
両
義
性

Ｍ
・
リ
ー
デ
ル
や
Ｊ
・
ホ
ー
ル
、
コ
ー
エ
ン
Ⅱ
ア
ラ
ー
ト
ら
の
整
瑚
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
市
乢
社
会
」
の
概
念
史
は
、
そ
の
生
鼬
の

地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
亜
孵
的
で
襖
線
的
で
あ
る
。
各
脚

諦
の
衣
現
で
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
諭
朽
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
（
リ
ー
デ
ル
「
市
民
社
会
の
概
念
史
』
以
文
社
、

一
九
九
○
年
、
参
照
）
。
Ⅲ
本
マ
ル
ク
ス
、
正
義
の
「
巾
民
社
会
」
概
念
と

の
出
会
い
は
、
典
諾
の
命
昌
一
⑱
○
ｎ
房
ご
、
や
仏
語
の
吻
胃
芯
急
ｏ
一
三
の
で
は
な

か
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
、
ド
イ
ツ
語
の
言
晨
の
一
．
胃
言

⑦
限
里
房
富
津
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
１
台
・
上
部
椛
造
」
論
と
「
国
家

と
市
民
社
会
」
と
い
う
方
法
論
的
メ
タ
フ
ァ
ー
に
フ
ィ
ル
タ
ー
さ
れ
て
、

し
ば
し
ば
経
済
還
元
、
王
義
的
に
扱
わ
れ
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
Ｉ
盗
本
制

社
会
」
と
等
世
し
う
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
、
マ
ル
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ク
ス
、
王
義
理
解
そ
の
も
の
が
、
レ
ー
ニ
ン
、
王
義
・
ス
タ
ー
リ
ン
、
王
義
の
バ

イ
ア
ス
を
帯
び
て
い
た
。
そ
の
「
階
級
・
階
級
闘
争
」
概
念
の
中
核
性
・

至
高
性
ゆ
え
に
、
「
市
民
・
市
民
社
会
」
概
念
が
真
面
目
に
と
り
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
日
本
語
の
「
市
民
」
と
ド
イ
ツ
語
の
冒
員
の
『
、
仏
語
の

言
冒
，
彊
○
の
と
９
８
常
。
、
英
語
の
９
日
目
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
さ
け
が

た
い
ズ
レ
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
ー
マ
ル
ク
ス
系
譜
の
文
献
解

釈
学
の
圧
倒
的
優
勢
、
そ
し
て
丸
山
真
男
・
大
塚
久
雄
ら
い
わ
ゆ
る
「
近

代
、
王
蕊
」
派
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
派
の
種
差
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
反

映
さ
れ
て
い
た
。
近
代
主
義
派
が
「
市
民
革
命
・
市
民
社
会
」
と
Ⅱ
本
語

訳
す
る
も
の
を
、
マ
ル
ク
ス
派
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社

会
」
と
訳
し
、
唯
物
史
観
の
単
線
発
展
段
階
論
と
接
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
」
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
社
会
」
に

対
す
る
前
史
的
性
格
・
階
級
的
性
格
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｈ
尚

六
郎
の
巧
み
な
比
嶮
を
川
い
る
な
ら
ば
、
近
代
、
正
義
派
が
「
市
民
並
命
」

に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
「
巾
民
社
会
」
を
「
下
車
駅
」
と
考
え
た
の
に
対

し
、
マ
ル
ク
ス
派
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
」
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
社
会
主
義
革
命
」
に
よ

っ
て
可
能
に
な
る
「
社
会
、
王
義
・
共
産
、
正
義
社
会
」
へ
の
「
通
過
駅
」
と

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
者
Ⅱ
近
代
主
義
派
を
批
判
し
、
時
に
は
軽
蔑

す
る
こ
と
さ
え
で
き
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
注
意
す
べ
き
は
、
戦
後
日
本
マ
ル
ク
ス
派
の
な
か
の
最
大
勢
力

で
あ
っ
た
日
本
共
産
党
の
系
譜
が
、
現
代
日
本
の
革
命
戦
略
を
「
ブ
ル
ジ

ョ
ア
民
主
、
王
義
革
命
か
ら
社
会
、
王
義
革
命
へ
」
と
二
段
階
に
構
想
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
理
論
的
に
は
対
立
し
「
不
十
分
」
で
あ
る
は
ず
の
近
代
、
上

表
派
も
、
政
治
的
に
は
「
通
過
駅
」
ま
で
は
何
行
可
能
な
「
Ⅲ
作
荷
」
と

な
っ
た
。
戦
後
す
ぐ
の
時
期
か
ら
埋
論
的
に
は
「
近
代
、
服
装
」
批
判
が
行

わ
れ
、
丸
川
典
叫
に
対
す
る
批
判
は
晩
年
ま
で
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
政
論

史
の
う
え
で
の
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
民
、
王
、
王
義
」
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に

対
立
す
る
両
派
の
政
論
的
影
響
力
の
同
盟
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た

（
山
口
定
ほ
か
「
市
民
口
立
の
政
論
職
略
」
帆
Ⅱ
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、

後
騰
道
夫
「
戦
後
思
想
」
、
渡
辺
治
編
『
現
代
Ⅱ
本
祉
会
倫
』
労
働
旬
報

社
、
一
九
九
六
年
、
参
服
）
。

そ
の
政
治
的
同
盟
と
は
、
私
流
に
解
釈
す
れ
ば
、
「
階
級
」
と
「
市
民
」

と
の
対
立
を
こ
え
た
「
統
一
戦
線
」
と
い
う
よ
り
も
、
「
社
会
」
の
概
念

に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
敗
城
・
占
領
改
革
に
よ
っ
て
も
、
Ⅱ
本
に
は

「
前
近
代
社
会
」
の
様
相
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
た
。
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」

で
あ
れ
「
市
民
的
」
で
あ
れ
、
よ
う
や
く
獲
押
さ
れ
た
Ⅱ
本
岡
患
法
の

「
民
主
、
王
義
」
の
定
粁
が
急
務
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
限
り
で
“低

統
的
保
守
に
対
抗
す
る
両
者
の
政
論
的
共
闘
は
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ

も
日
本
語
の
「
社
会
」
そ
の
も
の
が
、
明
桁
維
新
後
の
輸
入
語
で
あ
り

「
社
会
問
題
」
の
源
泉
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
川
瓜
に
い
え
ば
、
仏
統
的

「
肚
間
」
に
対
す
る
近
代
的
「
社
会
」
の
定
蒲
の
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
派

も
近
代
主
義
派
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
初
中
等
教
育
に
お
け
る
「
社
会
科
」
こ
そ
両
派
の
側
盟
を
象
徴
す
る

も
の
で
、
「
戦
後
民
、
王
、
王
義
」
の
啓
蒙
に
よ
る
「
伝
統
的
世
間
の
市
民
社

会
へ
の
転
換
」
が
志
向
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
尚
度
経
済
成
長
を
経
た
あ
る
時
期
か
ら
、
近
代
、
正
義
派
・
マ

永続民主 i義革命の理愉・その後
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ル
ク
ス
派
の
両
者
の
内
部
に
、
旭
裂
が
入
り
始
め
る
。
「
近
代
化
Ⅱ
産
業

化
Ｉ
都
市
化
」
「
市
民
社
会
Ⅱ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
Ⅱ
資
本
制
社
会
」
と
い

う
経
済
還
元
、
王
義
的
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
東
西
冷
戦
下
で
西
側
資
本
主
義

圏
で
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
生
産
力
を
持
つ
に
い
た
っ
た
Ⅲ
本
は
、
す
で
に

「
市
民
社
会
」
を
達
成
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
事
実
、
丸
山
・
大
塚
と
共

に
近
代
主
義
派
の
代
表
と
目
さ
れ
た
川
島
武
宣
ら
の
論
調
に
は
変
化
が
現

れ
た
。
産
業
化
・
都
市
化
に
よ
る
「
大
衆
社
会
の
成
立
」
が
語
ら
れ
た
。

マ
ル
ク
ス
派
の
な
か
に
も
、
当
代
日
本
の
戦
略
的
課
題
を
独
占
資
本
支
配

に
対
す
る
社
会
、
王
義
革
命
に
設
定
す
る
論
者
が
現
れ
た
。

た
だ
し
、
丸
山
真
男
の
よ
う
な
「
永
続
民
、
王
主
義
革
命
」
諭
粁
は
、

「
市
民
社
会
」
を
「
資
本
制
社
会
」
と
等
置
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
産
業
化
・
都
市
化
の
進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
形
成
さ
れ
な
い
「
市
民

的
人
間
類
型
」
を
理
念
的
に
純
化
し
、
「
市
民
運
動
」
の
発
展
に
希
望
を

託
し
た
。
マ
ル
ク
ス
派
の
中
に
も
、
内
川
義
彦
の
よ
う
に
、
産
業
化
し
た

Ⅲ
本
を
「
巾
民
社
会
な
き
資
本
、
王
義
」
と
み
な
す
洲
流
が
現
れ
た
（
「
Ⅲ

本
資
本
主
義
の
思
想
像
」
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
。
そ
の
延
長
上
で
、

ソ
連
・
東
欧
な
ど
現
存
社
会
主
義
国
の
民
、
王
、
王
義
抑
圧
、
巾
災
的
、
川
の

欠
如
を
告
発
し
、
「
市
民
社
会
と
社
会
主
義
」
と
い
う
問
題
設
定
を
確
立

し
た
の
が
、
平
田
清
明
の
記
念
碑
的
筈
物
で
あ
っ
た
（
岩
波
書
店
、
一
九

六
九
年
）
。
一
九
七
○
年
代
以
降
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
市
民
運
動
」
が
生

ま
れ
発
腱
し
、
「
市
民
社
会
」
概
念
は
新
た
な
装
い
で
、
眼
前
の
「
管
理

社
会
」
や
「
企
業
社
会
」
と
対
祇
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
の
場
合
で
言
え
ば
、
欧
米
に
お
け
る
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
、
王
義
や
ポ
ス

ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
の
理
論
的
扱
い
を
参
照
し

な
が
ら
、
丸
山
真
男
や
平
川
清
明
の
系
譜
の
問
迦
提
起
を
受
評
し
て
き
た

現
存
社
会
、
正
義
や
高
度
に
発
達
し
た
資
本
、
王
義
Ⅱ
本
で
の
「
市
民
的
Ⅱ

川
・
市
乢
社
会
の
欠
如
」
を
ひ
と
つ
の
批
判
的
堆
準
と
し
て
、
「
白
山
社

会
、
正
義
」
や
「
、
水
統
乢
主
、
王
茂
雌
命
」
を
咄
え
る
論
拠
と
し
た
。
そ
し
て

実
は
、
「
市
民
礼
会
Ⅱ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
概
念
発
祥
の
地
で
も
、
Ⅲ
様

の
理
論
的
転
換
が
進
行
し
て
い
た
。
統
一
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
〕
言
鴇
一
-・

胃
弓
馬
“呈
吻
一
一
農
と
は
異
な
る
凶
三
冨
咳
尾
一
ｚ
一
昌
諭
の
生
成
は
、
そ
れ

を
象
徴
し
て
い
る
。

二
 
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
理
解
の
二
系
列

Ⅱ
本
マ
ル
ク
ス
、
正
義
に
お
け
る
「
巾
雌
社
会
」
概
念
の
川
義
仙
・
間
哩

性
は
、
た
し
か
に
Ⅲ
本
語
の
翻
訳
ハ
ィ
ァ
ス
を
く
ぐ
っ
て
は
い
る
が
、
欧

米
マ
ル
ク
ス
、
正
義
の
系
譜
に
も
内
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
加
藤
『
社

会
と
国
家
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
で
略
述
し
た
、
ギ
リ
シ
ャ
・

ラ
テ
ン
語
占
典
系
列
の
政
治
的
共
同
体
（
ソ
キ
エ
タ
ス
・
キ
ヴ
ィ
タ
ス
）

の
系
譜
と
中
世
仰
山
郁
市
の
経
済
的
政
論
的
Ⅲ
川
（
ビ
ュ
ル
ガ
ー
）
の
系

譜
の
語
源
的
被
杣
を
別
に
し
て
も
、
マ
ル
ク
ス
の
「
巾
雌
社
会
」
イ
メ
ー

ジ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
家
族
ｌ
市
乢
社
会
１
脚
家
」
の
批
判
か
ら
川
発
し

て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
今
Ⅱ
的
に
興
味
深
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
法
打
学
で
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
「
欲
求
の
体
系
」
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
は
、
司
法

活
動
・
福
祉
行
政
・
職
業
団
体
を
媒
介
に
、
倫
即
的
国
家
へ
と
止
揚
さ
れ

た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ｇ
一
・
需
一
-言
馬
馬
路
房
号
昌
に
お
け
る

「
富
と
貧
附
の
過
剰
」
の
Ｗ
僚
制
や
談
会
に
よ
る
肌
念
的
止
揚
を
認
め
ず
、

む
し
ろ
物
鷺
的
諸
関
係
に
そ
の
根
拠
を
求
め
、
沸
迦
的
階
級
と
し
て
の
プ
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ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
を
主
体
と
し
た
私
的
所
有
の
廃
絶
に
「
宗
教
的
・
政
治

的
解
放
か
ら
人
間
的
解
放
へ
」
の
道
筋
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ル
ク

ス
の
テ
キ
ス
ト
自
体
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
痕
跡
を
残
し
た
「
市
民
社
会
」
概

念
の
而
義
性
が
入
り
込
ん
だ
。

戦
後
Ｈ
本
の
マ
ル
ク
ス
、
王
義
に
よ
り
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
と
訳
さ
れ

た
の
は
、
「
そ
の
解
剖
学
は
経
済
学
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
た
歴
史
的
・
物
質
的
社
会
関
係
Ⅱ
経
済
社
会
・
資
本
制
社
会
-階
級
社

会
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
で
あ
っ
た
。
明
示
的
に
は
、
「
経
済
学
批
判

序
言
」
の
有
名
な
「
唯
物
史
観
の
公
式
」
中
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
胎

内
で
成
熟
す
る
生
産
諸
力
」
「
法
的
諸
関
係
な
ら
び
に
脚
家
諸
形
態
は
、

そ
れ
ｎ
体
か
ら
も
ま
た
い
わ
ゆ
る
人
間
精
神
の
一
般
的
発
展
か
ら
も
哩
解

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
物
質
的
生
活
諸
関
係
に
根
ざ
し
て
い
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
生
活
諸
関
係
の
総
体
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
一
八

肚
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
及
び
フ
ラ
ン
ス
人
の
先
例
に
な
ら
っ
て
「
市
民
社

会
」
と
い
う
希
の
も
と
に
総
括
し
て
い
る
」
と
出
て
く
る
（
以
下
、
訳
文

後
は
各
種
邦
訳
を
参
照
し
つ
つ
、
筆
者
の
責
任
で
改
め
る
）
・

ソ註
主
著
「
資
本
論
』
の
用
例
で
は
、
重
田
澄
男
の
研
究
に
よ
る
と
、
「
ブ

伽
 
ル
ジ
ョ
ァ
的
Ⅱ
市
民
的
」
「
資
本
家
的
」
「
近
代
的
」
は
、
微
妙
な
ニ
ュ
ァ

ノ
Ⅱ

一
言
刑

’
二１
｜
ン
ス
を
伴
い
つ
つ
、
ほ
ぼ
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
生
産
様
式
」
に

Ｉの命
対
す
る
形
容
詞
で
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
二
Ⅲ
、
「
資
本
家
的
」
二
八
九

五識
回
、
「
近
代
的
」
六
回
で
あ
る
が
、
「
社
会
」
に
対
す
る
形
容
詞
と
し
て
は
、

主
「
（
近
代
）
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
一
六
Ⅲ
、
「
資
本
家
的
」
二
一
Ｍ
、
「
近
代

、
引祇

的
」
九
回
だ
と
い
う
（
『
資
本
主
義
の
発
見
」
御
茶
の
水
害
房
、
一
九
八

ｉ水
 
三
年
）
。
こ
こ
か
ら
「
市
民
社
会
Ⅱ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
Ⅱ
資
本
制
社
会
」

と
い
う
経
済
体
制
に
川
し
た
下
部
術
造
的
「
巾
民
社
会
」
叫
腓
が
小
ま
れ
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
で
通
併
化
さ
れ
て
支
配
的
に
な
っ
た
。
こ
の

レ
ー
ニ
ン
的
解
釈
を
Ｆ
蚊
き
に
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
比
、
眼
、
ｆ
我
Ⅱ
形
式
的
平

等
Ｉ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
附
級
独
裁
」
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
、
正
、
正
義
Ⅱ
実
質
的
平

等
Ｉ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
蚊
」
と
す
る
「
民
、
眼
、
旺
茂
」
概
念
の
階
級
的
分
荊

に
ま
で
系
っ
た
こ
と
は
、
川
知
の
辿
り
で
あ
る
。
二
○
川
紀
マ
ル
ク
ス
、
正

義
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
理
解
の
、
い
わ
ば
、
値
系
列
で
あ
る
。

し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
「
市
民
社
会
」
概
念
は
、
家
族
と
Ⅲ
家

を
媒
介
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
絲
済
的
・
物
髄
的
関
係
や

附
級
的
社
会
関
係
に
は
迷
元
し
得
な
い
。
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
も
、
そ
れ

は
意
識
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
「
巾
雌
社
会
」
の
川
法
の
刑
系

列
も
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
「
ヘ
ー
ゲ
ル
国
法
論
批
判
」
、
「
巾
民
社
会
と
共

産
、
服
義
革
命
Ｉ
政
沽
学
批
判
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
「
政
桁
制
度
の
思
い
ｋ

が
り
Ｉ
市
民
的
制
度
と
国
家
制
度
へ
の
す
べ
て
の
要
素
の
二
亜
化
」

「
同
家
と
市
民
祉
会
の
止
揚
の
た
め
の
闘
争
」
以
来
、
迪
奏
低
荷
の
一
つ

と
し
て
流
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
い
え
ば
、
「
ド
イ
ツ
・
イ
テ

オ
ロ
ギ
ー
」
に
は
、
「
全
歴
史
の
か
ま
ど
」
で
あ
り
「
雌
唯
術
力
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
、
逆
に
こ
れ
を
規
定
し
返
す
交
通
形
態
」
と
し
て
の
「
市
民

社
会
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
唯
物
史
観
と
は
「
現
災
的
唯
雌
過
稚
を
血

接
的
生
命
の
物
質
的
生
産
か
ら
出
発
し
て
展
開
し
、
こ
の
生
産
様
式
と
結

び
つ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
た
交
通
形
態
、
す
な
わ
ち
椛
々
の

段
階
に
お
け
る
市
民
社
会
を
全
歴
史
の
基
礎
と
し
て
つ
か
む
こ
と
」
で
あ

り
、
「
市
民
社
会
を
そ
の
同
家
と
し
て
の
作
川
に
お
い
て
解
明
す
る
と
共

に
、
意
識
の
あ
ら
ゆ
る
多
様
な
理
論
的
諸
産
物
お
よ
び
諾
形
態
す
な
わ
ち

、

1ベ
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宗
教
◇
哲
学
・
道
徳
等
を
す
べ
て
市
民
社
会
か
ら
説
肌
し
、
そ
し
て
そ
れ

ら
の
発
生
過
程
を
そ
れ
ら
が
も
と
づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
か
ら
跡
づ
け

る
」
と
い
っ
た
用
例
で
は
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
と
訳
し
て
も
意
味
が

通
じ
る
。
し
か
し
、
ヨ
市
民
社
会
』
と
い
う
言
葉
は
一
八
世
紀
に
あ
ら
わ

れ
た
が
、
そ
の
時
と
い
う
の
は
所
有
関
係
が
す
で
に
古
代
と
中
世
の
共
川

体
か
ら
ぬ
け
だ
し
お
え
た
時
で
あ
っ
た
。
市
民
社
会
そ
れ
自
体
は
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
と
と
も
に
だ
け
発
展
す
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
と
交
通
か
ら
吹

接
に
展
開
さ
れ
る
社
会
的
組
織
体
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
国
家
及
び
そ
の

他
の
観
念
的
上
部
構
造
の
土
台
を
な
し
て
い
て
、
た
え
ず
こ
れ
と
Ⅲ
じ
私

前
で
よ
ば
れ
て
き
た
」
と
い
う
場
合
に
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

マ
ル
ク
ス
文
献
の
多
く
は
ド
イ
ツ
語
で
あ
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
フ
ラ

ン
ス
語
や
英
語
で
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
Ⅱ
本
語
の

場
合
と
似
た
用
語
上
の
問
題
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
『
哲
学
の
貧
困
」
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
た
め
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
と
「
市
民
社
会
」

の
部
分
的
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
川
清
明
が
「
市
民
社
会
と
社

会
主
義
」
の
発
想
を
得
た
の
は
、
彼
が
邦
訳
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選

集
で
「
哲
学
の
貧
困
」
の
訳
者
と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
生
産
諸
関
係
の
理
論
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
ど
 
が

「
経
済
学
者
た
ち
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
生
産
諸
関
係
を
、
然
的
・
永
久

的
な
も
の
と
し
て
通
Ⅲ
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
と
い
っ
た
表
現
と
共
に
、

「
封
建
制
度
の
も
と
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い

た
生
産
諸
力
は
、
彼
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

す
べ
て
の
古
い
経
済
形
態
、
そ
れ
に
照
応
し
て
い
た
巾
民
間
の
諸
関
係
、

Ⅲ
市
民
社
会
の
公
的
表
現
で
あ
っ
た
政
治
状
態
が
打
破
さ
れ
た
」
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
局
而
を
区
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
封
建
制
度
と
絶
対
荊
主
制
と
の
支
配

体
制
の
も
と
で
Ⅲ
己
を
階
級
と
し
て
構
成
し
た
川
而
と
、
す
で
に
階
級
と

し
て
擶
成
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
社
会
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
二
コ
の

め
ｏ
ｇ
：
冒
冒
-鴨
○
厨
の
に
す
る
た
め
に
封
建
制
と
淵
、
Ｅ
制
と
を
転
覆
し
た

局
面
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
…
…
労
働
者
階
級
は
そ
の
発
腱
に
お
い
て
論
階

級
と
そ
の
敵
対
関
係
を
排
除
す
る
一
つ
の
ア
ソ
シ
ァ
シ
オ
ン
を
も
っ
て
占

い
市
民
社
会
冒
貝
房
一
旨
の
“。
。
芯
忌
昌
一
三
①
に
世
き
換
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
本
来
の
意
味
で
の
政
治
椎
刀
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
ま
さ
に
政
治
椎
力
こ
そ
巾
民
社
会
言
唖
○
信
芯
扇
の
言
号
に
お
け

る
敵
対
関
係
の
公
式
の
要
約
で
あ
る
か
ら
」
と
い
う
場
合
に
は
、
明
ら
か

に
マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
る
使
い
分
け
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
初
期
マ
ル
ク
ス
の
川
法
で
あ
る
。
ヘ
ー

ゲ
ル
を
唯
物
論
的
に
乗
り
越
え
た
成
熟
期
の
マ
ル
ク
ス
は
、
『
資
本
論
』

に
兄
ら
れ
る
よ
う
に
「
巾
乢
社
会
Ⅱ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
Ⅱ
資
本
制
社
会
」

と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？
実
は
私
、
身
が
平
川
に
触
発

さ
れ
「
市
民
社
会
」
概
念
を
社
会
、
正
義
論
の
な
か
に
組
み
込
ん
だ
の
は
、

原
文
が
英
語
で
あ
る
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
期
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内

乱
」
草
柚
に
も
「
巾
乢
社
会
」
と
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
の
使
い
分
け
を

見
い
だ
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
生
き
た
市
民
社
会
号
の
う
『
・

ヨ
媚
向
旨
一
切
○
：
耳
に
う
わ
ば
み
の
よ
う
に
巻
き
付
い
て
い
る
中
央
集
椎

国
家
」
「
市
民
社
会
。
言
一
ｍ
昌
農
『
に
寄
生
し
な
が
ら
、
そ
の
社
会
の
叫

想
的
な
棋
像
で
あ
る
か
の
よ
う
に
よ
そ
お
っ
て
い
る
こ
の
賛
物
は
、
第
一

ボ
ナ
パ
ル
ト
の
支
配
の
も
と
で
完
全
な
発
展
を
遂
げ
た
。
復
古
王
政
と
七

ｒ
」

雲
』
Ｉ
．

■
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月
王
政
は
、
こ
れ
に
い
っ
そ
う
進
ん
だ
分
業
を
つ
け
加
え
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
の
分
業
は
、
市
民
社
会
内
部
の
分
業
が
新
た
な
利
益
集
川
を
つ

く
り
だ
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
国
家
活
動
の
た
め
の
新
し
い
材
料
を
つ
く

り
だ
す
に
つ
れ
て
、
そ
れ
と
歩
調
を
と
も
に
し
て
拡
大
し
て
き
た
」
と
い

っ
た
分
析
の
ほ
か
に
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
「
社
会
に
寄
食
し
そ
の
白
曲
な
析

動
を
妨
げ
て
い
る
国
家
寄
生
物
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
吸
い
取
ら
れ
て
き
た

す
べ
て
の
力
を
社
会
の
身
体
に
還
元
」
し
「
人
民
自
身
の
社
会
生
活
を
人

民
の
手
で
人
民
の
た
め
に
Ⅲ
復
」
し
て
「
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
占
い
ブ
ル
ジ

ョ
ア
社
会
○
三
８
冒
圖
員
ｇ
匡
『
需
皀
“９
国
ｇ
、
そ
の
も
の
の
胎
内
に
は

ら
ま
れ
て
い
る
新
し
い
社
会
．
⑦
葛
ｇ
ｇ
ｇ
『
の
諸
要
素
を
解
放
」
し
た
、

そ
れ
は
「
国
家
権
力
の
社
会
に
よ
る
再
吸
収
」
で
あ
る
、
と
す
る
論
理
を

見
い
だ
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
加
藤
『
東
欧
革
命
と
社
会
、
王
義
」
）
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
市
民
社
会
」
理
解
は
、
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
社
会
」
と
訳
す
方
が
ふ
さ
わ
し
い
、
王
系
列
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
レ
ー

ニ
ン
の
指
導
に
よ
る
ロ
シ
ア
革
命
の
勝
利
が
、
そ
の
「
科
学
性
」
を
担
保

す
る
か
に
見
え
た
。

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
の
テ
キ
ス
ト
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
自
己
の
社
会
主

義
思
想
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
「
市
民
社
会
」
概
念
を
積
極
的
に
位
置
づ
け

創
造
す
る
試
み
も
、
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム

シ
は
、
そ
の
二
○
世
紀
に
お
け
る
代
表
者
と
な
る
。

こ
の
点
で
、
一
九
世
紀
末
マ
ル
ク
ス
、
王
義
の
リ
ベ
ラ
ル
化
を
は
か
っ
た

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
場
合
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
思
考
で
あ
る
だ
け
に

興
味
深
い
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
、
「
社
会
民
、
王
主
義
は
、
市

民
社
会
を
解
体
し
、
そ
の
成
員
を
一
人
残
ら
ず
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
社
会
民
主
、
王
義
は
、
む
し
ろ
労
働
者
を

一
人
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
し
て
の
社
会
的
地
位
か
ら
一
人
の
市
民
胃
巨
--

圀
-に
ま
で
向
上
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
的
身
分
な
い
し
市
民

的
存
在
を
普
遍
化
す
る
た
め
に
不
断
に
努
力
す
る
。
社
会
民
、
雁
、
正
義
が
要

求
す
る
こ
と
は
、
市
民
社
会
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
社
会
に
慨
き
換
え
る
こ
と

で
は
な
く
、
資
本
主
義
的
社
会
秩
序
を
社
会
主
義
的
社
会
秩
序
に
置
き
換

え
る
こ
と
で
あ
る
。
」
つ
と
に
平
子
友
長
『
社
会
主
義
と
現
代
肚
界
」
（
青

木
書
店
、
一
九
九
一
年
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
盗
本
制
社

会
」
と
区
別
さ
れ
た
「
市
民
社
会
」
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
、
社
会
主
義
は

「
巾
民
社
会
の
普
遍
化
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
レ
ー
’一
ン
的
「
ブ

ル
ジ
ョ
ア
民
主
、
王
義
」
批
判
や
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
概
念
と
は
、

明
ら
か
に
距
離
が
あ
る
。
そ
の
う
え
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ド
イ
ツ
詔

で
こ
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
の
困
難
を
も
自
覚
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ド

イ
ツ
に
は
「
特
権
的
市
民
号
一
，
宮
．
言
焉
喧
の
言
の
胃
『
帰
一
-と
し
て
の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
雪
匡
晶
①
ど
の
と
い
う
外
来
語
」
が
あ
り
、
「
孵
椎
的
市
雌
鳥
一
-一
）
の
一
己
『
，

一
-命
。
言
の
吊
冒
長
の
言
の
概
念
と
分
離
し
た
あ
る
一
つ
の
共
同
体
の
同
権
的
市

民
の
概
念
号
一
-廻
国
ｏ
弓
①
『
月
言
信
冨
冒
長
の
『
の
旨
の
、
牙
冒
、
言
乏
鵬
目
唖
を
表

わ
す
Ⅲ
右
の
言
葉
を
持
た
な
い
」
と
し
て
、
そ
れ
を
向
山
、
正
義
や
民
、
王
、
王

義
の
理
解
に
も
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

「
民
主
、
王
義
」
は
「
人
民
支
配
」
弓
共
産
党
宣
言
こ
 
で
は
な
く
「
階
級
支

配
の
不
在
」
「
共
同
体
の
全
成
員
の
川
権
」
「
岐
商
度
に
可
能
な
内
山
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
は
、
た
ん
に
そ
の
時
間
的
順
序
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
精
神
的
内
容
に
お
い
て
も
自
由
主
義
の
正
統
な
相
続

人
」
で
あ
り
「
組
織
的
ｎ
由
主
義
」
と
言
い
換
え
う
る
。
こ
の
よ
う
な
理

永続民主主義革命の理論・その後
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解
は
、
下
部
構
造
・
経
済
社
会
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
で
は
あ
り
え
な

い
Ｏ

ア
ン
ト
’一
才
・
グ
ラ
ム
シ
に
よ
る
「
市
民
社
会
の
再
発
見
」
と
ネ
オ
・

グ
ラ
ム
シ
派
に
よ
る
そ
の
継
承
は
、
世
紀
末
に
お
け
る
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
ジ
レ
ン
マ
を
非
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
に
克
服
し
、
マ
ル
ク
ス
の
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
社
会
」
と
は
種
差
的
な
、
副
系
列
の
「
市
民
社
会
」
概
念
を
復
柄

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
部
構
造
の
要
素
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
領

域
、
自
己
統
治
の
契
機
と
し
て
「
市
民
祉
会
」
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
、

か
の
「
国
家
Ⅱ
政
治
社
会
プ
ラ
ス
市
民
社
会
、
強
制
の
鎧
を
つ
け
た
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
」
と
い
う
定
式
に
い
た
る
。
こ
こ
で
の
グ
ラ
ム
シ
的
「
市
民
社

会
」
は
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
土
台
Ⅱ
下
部
構
造
で
も
上
部
構
造
で
も
な
く

「
中
部
擶
造
」
と
い
う
新
た
な
水
準
に
お
く
解
釈
を
も
産
み
出
し
た
が
、

「
東
方
で
は
国
家
が
す
べ
て
で
あ
り
、
市
民
社
会
は
原
初
的
で
ゼ
ラ
チ
ン

状
で
あ
っ
た
。
西
方
で
は
国
家
と
市
民
社
会
の
あ
い
だ
に
適
正
な
関
係
が

あ
り
、
Ⅲ
家
が
ゆ
ら
ぐ
と
す
ぐ
に
市
民
社
会
の
堅
固
な
構
造
が
姿
を
あ
ら

わ
し
た
」
と
す
る
機
動
戦
か
ら
陣
地
戦
へ
の
テ
ー
ゼ
、
知
的
道
徳
的
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
理
解
を
も
可
能
に
し
た
。

そ
の
た
め
、
経
済
決
定
論
・
還
元
、
王
義
的
思
考
か
ら
離
れ
た
第
二
次
肚

界
大
戦
後
の
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
「
現
代
の

塑
壕
体
系
」
「
直
接
の
経
済
的
要
素
侵
入
の
防
壁
」
と
し
て
の
西
方
「
市

民
社
会
」
と
い
う
把
握
を
も
と
に
、
教
会
、
学
校
、
社
会
集
団
、
組
合
、

家
族
な
ど
を
含
む
「
市
民
社
会
」
概
念
の
再
櫛
成
へ
と
向
か
う
。
ル
イ
・

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や
ニ
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
の
「
イ
デ
オ
ロ
キ
ー
装

置
」
概
念
は
、
こ
こ
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
市
民
社

会
」
の
非
レ
ー
ニ
ン
、
王
義
的
理
解
が
、
グ
ラ
ム
シ
の
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム

と
フ
ォ
ー
ド
、
王
義
」
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
工
場
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
い
っ
た

テ
ー
ゼ
と
結
び
つ
く
と
き
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
の
よ
う
な
新
た
な
制

度
派
経
済
学
を
う
み
だ
し
、
「
強
制
と
し
て
の
政
治
社
会
」
に
「
同
意
と

し
て
の
市
民
社
会
」
を
対
置
す
る
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ポ
ッ
ビ
オ
風
の
リ
ベ
ラ

ル
な
グ
ラ
ム
シ
解
釈
を
可
能
に
す
る
。
「
市
民
社
会
」
概
念
は
、
グ
ラ
ム

シ
の
「
実
践
の
哲
学
」
の
な
か
で
、
「
榊
造
の
上
部
榊
造
へ
の
超
鬼
的
練

り
上
げ
」
を
行
う
ヘ
ゲ
モ
’-
-
の
場
で
あ
り
、
「
カ
タ
ル
シ
ス
の
契
機
」

と
な
る
。
「
た
ん
な
る
経
済
的
契
機
か
ら
倫
理
的
・
政
治
的
契
機
へ
の
移

行
、
つ
ま
り
人
間
の
意
識
に
お
い
て
榊
造
を
上
部
櫛
造
に
仕
ｋ
げ
る
と
い

う
高
次
の
精
神
的
同
化
作
用
を
表
現
す
る
た
め
に
、
カ
タ
ル
シ
ス
と
い
う

用
語
を
も
ち
い
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
附
造
は
、
人
間
を

お
し
つ
ぶ
し
自
ら
の
う
ち
に
同
化
し
人
間
に
受
動
的
な
状
態
を
強
い
る
外

的
な
力
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
、
自
由
の
手
段
に
転
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、

新
た
な
倫
理
的
政
治
的
形
態
を
創
造
す
る
た
め
の
道
具
、
新
し
い
イ
’一
シ

ァ
テ
ィ
ヴ
の
た
め
の
源
泉
と
な
る
」
と
い
う
有
機
的
知
識
人
の
役
荊
の
規

定
、
「
政
治
社
会
の
市
民
社
会
へ
の
再
吸
収
」
「
政
治
社
会
の
消
滅
と
自
律

的
社
会
い
○
国
①
国
｝
-猪
○
一
四
画
の
実
現
」
と
い
う
言
説
は
、
「
向
己
統
論
・
制

御
調
整
社
会
に
お
け
る
人
類
の
文
化
的
統
一
」
と
い
う
ｎ
川
で
民
主
、
王
義

的
な
社
会
主
義
像
の
基
礎
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
マ
ル
ク
ス
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
「
経
済
学

批
判
序
言
」
の
ｇ
眉
の
『
胃
弓
帛
の
里
一
讐
昌
を
イ
タ
リ
ア
語
に
す
る
さ
い
、

砂
○
国
の
国
ｇ
『
響
の
い
の
と
め
。
：
国
ｇ
一
三
命
と
に
訳
し
わ
け
た
と
い
う
が
（
松
川

博
）
、
上
村
忠
男
は
、
そ
の
切
○
：
国
の
冒
汚
を
、
敢
え
て
「
市
民
社
会
」
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で
は
な
く
「
倫
理
的
社
会
」
と
川
本
語
で
新
訳
し
た
（
「
新
細
現
代
の
君

主
」
青
木
書
店
、
一
九
九
四
年
）
・

三
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
段
階
の
市
民
社
会
論
と
社
会
主
義
論

の
再
接
合

戦
後
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
一
時
期
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

と
い
う
名
の
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
一
色
に
染
め
上
げ
ら
れ
、
近
代
主
義
批

判
・
市
民
主
義
批
判
は
、
そ
れ
を
背
景
に
し
て
い
た
。
し
か
し
欧
米
マ
ル

ク
ス
、
王
義
に
は
、
社
会
民
主
、
王
義
の
伝
統
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
風
批

判
理
論
、
実
存
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義
に
い
た
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
潮
流
が

伏
在
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
グ
ラ
ム
シ
を
継
承
し
た
ネ
オ
・
マ
ル

ク
ス
、
正
義
の
流
れ
が
、
「
市
民
社
会
の
再
発
見
」
の
一
翼
を
机
っ
た
。
ア

ル
チ
ュ
セ
ー
ル
、
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
ら
に
影
響
を
受
け
た
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス

派
の
な
か
で
は
、
Ｂ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
、
Ｊ
・
ア
ー
リ
ら
が
、
「
国
家
の
相

対
的
自
律
性
」
「
資
本
蓄
積
と
国
家
形
態
の
変
化
」
「
広
義
の
国
家
」
「
国

家
Ⅱ
道
具
説
か
ら
国
家
Ⅱ
関
係
説
へ
」
「
国
家
の
民
主
主
義
的
変
形
Ⅱ
社

７
１
月
号
●
特
集
●
★
８
６
０
円
（
年
間
１
０
０
０
０
円
）

司
馬
遼
太
郎
と

自
由
主
義
史
観

会
へ
の
再
吸
収
」
の
延
長
上
で
、
新
た
な
「
市
民
社
会
」
概
念
を
提
起
し

た
。
そ
れ
は
、
土
台
Ⅱ
経
済
社
会
と
上
部
術
造
Ⅱ
脚
家
の
方
法
論
上
の
接

点
と
し
て
「
市
民
社
会
」
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
丸
山

真
男
が
「
基
底
体
制
還
元
、
王
義
」
と
読
ん
だ
経
済
決
定
論
・
還
元
、
王
義
に

反
対
す
る
も
の
で
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
を
も
と
に
、
非
階
級

的
紛
争
要
因
を
も
承
認
し
て
「
ヘ
ゲ
モ
’-１
闘
争
の
舞
台
と
し
て
の
市
民

社
会
」
を
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｅ
・
ラ
ク
ロ
ウ
ら
の
流
れ
は
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
維
済
還
元

主
義
・
階
級
還
元
、
王
義
・
国
家
還
元
主
義
へ
の
批
判
に
向
か
っ
た
。
ポ
ス

ト
・
マ
ル
ク
ス
、
王
義
で
あ
る
。
ラ
ク
ロ
ウ
Ⅱ
ム
ー
フ
ら
の
言
説
理
論
で
は
、

「
市
民
社
会
」
で
の
言
説
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
接
合
を
説
き
、
「
マ
ル
ク
ス
が

ヘ
ー
ゲ
ル
を
の
り
超
え
た
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
を
超
え
る
」
（
Ｆ
・
ブ
ロ
ッ

ク
）
と
い
う
方
法
的
立
場
か
ら
、
そ
の
「
社
会
主
義
」
像
を
も
「
市
民
社

会
か
ら
明
確
に
分
化
し
た
国
家
を
、
多
元
的
市
民
社
会
か
ら
必
要
な
統
御

を
加
え
る
」
も
の
と
し
て
椛
惣
し
た
。

一
九
八
九
年
東
欧
革
命
か
ら
ソ
連
崩
壊
に
か
け
て
、
「
市
民
埴
命
」
「
巾

「
日
本
、
日
本
人
」
帰
還
時
代
の
司
馬
遼
太
郎
の
意
味
●
高
橋
敏
夫
 
近
づ
く

司
馬
遼
、
遠
ざ
か
る
司
馬
遼
ｏ
太
田
昌
国
上
海
・
南
京
大
虐
殺
六
○
年
後
の

日
本
で
●
キ
ム
ジ
ョ
ン
ミ
 
現
代
の
レ
ビ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
は
『
大
東
亜
戦
争
肯
定

藝
評
を
ど
こ
ま
で
超
え
た
か
●
小
倉
利
丸
 
藤
岡
信
勝
の
教
育
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
●
岡
崎
勝
「
司
馬
」
史
観
と
「
自
由
主
義
」
史
観
●
天
野
恵
一

【
経
済
学
研
究
】
均
衡
・
革
命
か
ら
動
態
・
進
化
へ
●
西
部
忠
 
副
世
紀
の
世
直

し
の
主
体
は
ｏ
高
橋
洋
児
 
小
林
橘
川
の
こ
と
ｏ
鈴
木
正
署
評
】
星
野
安
三
郎
．

古
関
彰
一
『
平
和
的
共
存
権
へ
の
道
』
●
内
田
雅
敏
伊
藤
公
雄
『
男
性
学
入
門
』
●
青
山
薫

目

宮
風
邑

永続民主主義革命の理論・その後

フオーラ空90s
東京都千代田区三崎町3-1-18近江
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民
社
会
再
生
」
論
が
世
界
的
に
噴
出
し
た
。
か
っ
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

を
悩
ま
せ
た
ド
イ
ツ
で
も
、
ｇ
『
鴨
昌
呂
の
Ｒ
“の
こ
い
号
昌
と
は
別
に

凶
三
億
の
“の
二
呂
昌
の
語
が
生
ま
れ
、
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
「
公
共
性
の

構
造
転
換
』
第
二
版
序
文
で
「
国
三
一
鴇
め
竺
吾
島
の
再
発
見
」
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
「
非
経
済
的
意
味
」
を
明
確
に
し
た
（
未
来
社
、
一
九
九
四

年
）
・
も
と
も
と
そ
れ
は
「
自
律
的
公
共
空
間
」
「
対
抗
公
共
空
間
」
と
し

て
七
○
年
代
以
降
の
東
欧
市
民
運
動
家
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
が
、

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
に
前
後
し
て
、
「
自
由
な
意
志
に
も
と
づ
く
非
国

家
的
・
非
経
済
的
な
ア
ソ
シ
ァ
シ
オ
ン
関
係
」
（
Ｃ
・
オ
ッ
フ
ェ
）
、
「
底

辺
民
主
主
義
」
に
よ
る
「
非
制
度
的
政
治
空
間
」
形
成
過
程
を
示
す
新
語

と
し
て
市
民
権
を
得
た
の
で
あ
る
（
井
関
正
久
）
・

ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
、
王
義
段
階
の
欧
米
左
派
の
社
会
科
学
で
は
、
「
巾

民
」
「
市
民
社
会
」
概
念
が
、
分
析
的
に
も
規
範
的
に
も
そ
の
右
意
性
を

再
生
し
た
。
政
治
経
済
学
で
は
、
「
国
家
の
絶
対
的
、
律
性
」
の
主
張
と

共
に
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
経
済
学
、
ア
メ
リ
カ

新
制
度
論
と
の
接
合
の
な
か
で
「
市
民
社
会
」
の
非
経
済
的
意
味
が
と
り

あ
げ
ら
れ
た
。
政
治
社
会
学
で
は
、
か
っ
て
の
階
級
構
造
一
元
論
か
ら
離

れ
て
、
人
民
・
階
層
・
消
費
者
・
民
族
・
性
差
な
ど
の
政
論
的
意
味
が
復

権
し
、
生
活
者
と
し
て
の
「
市
民
」
の
重
層
的
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
治
言
説
学
で
は
、
「
市
民
社
会
」
そ
の
も
の

が
政
治
的
訴
間
・
接
合
の
言
説
闘
争
の
場
と
し
て
設
定
さ
れ
、
「
文
化
と

し
て
の
市
民
社
会
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
エ
コ
ロ

ジ
ー
、
フ
ェ
ミ
’一
ズ
ム
、
エ
ス
’一
シ
テ
ィ
な
ど
「
新
し
い
社
会
運
動
」
の

勃
興
と
そ
の
社
会
科
学
的
意
味
づ
け
は
、
マ
ル
ク
ス
、
王
義
的
視
角
か
ら
も

「
市
民
社
会
」
概
念
を
不
可
欠
の
も
の
と
し
た
。

か
く
し
て
、
マ
ル
ク
ス
、
王
義
的
社
会
分
析
に
「
巾
民
社
会
」
が
復
椛
し
、

脱
階
級
的
な
「
市
民
」
「
市
民
運
動
」
の
概
念
が
、
左
派
の
社
会
述
動
・

論
争
で
も
川
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
心
は
、
社
会
主
義
論
と

民
主
、
王
義
論
の
接
合
の
領
域
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
「
岡
家
と
革
命
」
を

「
神
聖
な
教
科
書
」
に
し
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
、
工
義
風
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
民
、
王
主
義
の
限
界
」
論
は
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
、
王
義
の
理
論
的
・
実
践
的
崩
壊
に
よ
っ
て
、
「
社
会
、
王
義
」
は

「
民
主
化
過
程
の
一
部
」
と
再
定
義
さ
れ
、
「
自
由
社
会
主
義
」
論
が
台
頭

し
て
き
た
（
富
川
・
神
谷
術
「
自
由
社
会
、
王
義
の
政
桁
学
」
晃
洋
寶
屍
、

一
九
九
七
年
）
。
共
産
党
の
一
党
独
裁
と
脚
有
化
中
心
の
集
権
的
計
間
経

済
の
破
綻
の
も
と
で
、
Ｊ
・
ロ
ー
マ
ー
風
「
市
場
社
会
、
王
義
」
と
は
別
の

文
脈
で
、
「
所
有
と
生
産
の
虻
主
主
義
」
の
た
め
に
「
企
業
の
巾
民
的
統

治
」
を
求
め
る
Ｒ
・
ダ
ー
ル
ら
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
議
論
や
ボ
ー
ル
ズ
Ⅱ
ギ

ン
タ
ス
の
「
公
細
域
と
し
て
の
企
業
」
論
も
参
雌
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
以
上
に
つ
い
て
非
し
く
は
、
加
藤
「
現
代
Ⅱ
本
の
リ
ズ
ム
と
ス
ト
レ
ス
」

花
伝
社
、
一
九
九
六
年
、
参
照
）
。

川
昨
に
「
市
民
社
会
」
論
は
、
「
側
家
と
市
民
社
会
の
二
電
化
」
と
い

う
占
典
的
問
題
設
定
を
超
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
．
 
国
社
会
主
義
」
の

破
綻
と
多
川
籍
企
業
を
、
王
要
な
佃
い
手
と
し
た
資
本
主
義
の
「
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
化
の
も
と
で
、
「
市
民
」
「
市
民
社
会
」
概
念
は
、

新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
を
礎
得
し
た
。
「
民
、
王
、
王
義
」
の
概
念
を
川

家
形
態
に
限
定
せ
ず
、
「
部
分
社
会
複
合
Ⅱ
言
説
と
し
て
の
市
民
社
会
」

の
論
瑚
と
接
合
す
る
と
、
一
国
王
義
的
限
界
を
超
え
て
、
ロ
ー
カ
ル
か
ら
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グ
ロ
ー
バ
ル
に
い
た
る
す
べ
て
の
階
梯
で
の
規
範
的
「
市
民
社
会
形
成
」

が
構
想
さ
れ
、
「
地
球
市
民
社
会
」
「
地
球
市
民
」
へ
の
「
程
度
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
（
Ｆ
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
）
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
経
済
・

市
民
社
会
・
国
家
」
（
Ｊ
・
ア
ー
リ
）
の
各
領
域
に
お
い
て
、
「
環
境
と
生

産
・
消
費
の
制
御
者
、
有
機
的
知
識
人
、
公
共
圏
形
成
者
」
と
し
て
の

「
巾
民
」
「
市
民
権
」
の
重
層
化
・
連
動
化
を
は
か
る
こ
と
が
「
永
続
民
主

主
義
革
命
」
の
内
実
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
「
市
民
社
会
」
論
は
、
ポ
ス

ト
・
マ
ル
ク
ス
、
王
義
を
も
狙
い
手
の
一
部
と
し
た
、
自
由
、
王
義
・
民
主
、
王

義
・
社
会
主
義
の
共
通
論
題
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
論
点
の
な
か
に
は
、
二
一
世
紀
的
課
題
と
し
て
の
「
公
私
」

区
分
の
再
検
討
や
、
「
巾
民
社
会
Ⅱ
公
共
間
」
内
部
で
の
個
人
的
「
親
密

圏
」
の
保
護
の
問
題
、
怖
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
国
境
を
こ
え

た
「
市
民
的
自
由
」
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
の
問
題
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
「
市
民
社
会
」
批
判
と
し
て
の
ポ
ス
ト
・
モ
ダ

’一
ズ
ム
の
言
説
、
ミ
ク
ロ
権
力
論
や
文
化
多
元
主
義
の
挑
戦
を
受
け
て
、

「
近
代
」
の
意
味
の
歴
史
的
再
考
を
も
、
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
マ
ル
ク
ス
主
義
的
潮
流
が
、
い
か
に
「
市
民
」
「
市
民
社
会
」

概
念
を
復
興
し
、
ｎ
己
の
「
社
会
主
義
の
再
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
り

入
れ
た
に
し
て
も
、
そ
こ
で
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
他
潮
流
に
お

し
つ
け
、
そ
の
「
科
学
的
」
真
理
性
や
方
法
的
優
位
を
語
ろ
う
と
す
る
と

そ
れ
が
た
だ
ち
に
理
論
的
生
命
力
の
枯
渇
と
「
社
会
主
義
」
の
衰
退
・
死

滅
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
ま
ち
が
い
な
い
。
マ
ル
ク
ス
の
理
論

的
再
群
や
社
会
主
義
像
の
再
検
討
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
永
続
民
、
王

主
義
革
命
の
一
つ
の
構
成
部
分
な
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
﹈

ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
の
哲
学
」
一
八
二
一

マ
ル
ク
ス
 
更
-ゲ
ル
倒
法
論
批
判
」
一
八
円
言
、
「
市
民
社
会
と
共
産
、
正
義

革
命
一
一
八
四
五
-
四
六
、
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
一
八
四
五
’四

六
、
「
哲
学
の
貧
困
」
一
八
四
七
、
「
共
産
党
宣
言
」
一
八
四
八
、
「
経
済
学

批
判
序
言
」
一
八
五
九
、
「
資
本
論
一
一
八
六
七
ｌ
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
内
乱
」
一
八
七
一

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
社
会
主
義
の
諸
前
提
と
社
会
民
工
、
王
義
の
諸
任
務
一

一
八
九
九

レ
ー
ニ
ン
『
同
家
と
革
命
』
一
九
一
七

グ
ラ
ム
シ
『
獄
中
ノ
ー
ト
」
一
九
二
九
-
三
五

一
．
Ｆ
 
○
三
月
邑
 
慰
 
ン
シ
一
-里
ｐ
 
Ｑ
三
一
切
○
ｓ
の
ワ
『
四
．
二
毛
三
三
の
三
、
。
﹈
員
）
フ
劃
．
ご
｛
『

で
『
の
印
釦
」
＠
や
↑

﹈
．
ン
エ
昌
一
の
（
一
．
》
の
貢
邑
切
胃
汚
冨
、
．
冠
三
一
言
 
壺
-の
め
い
》
』
＠
の
釦

ワ
．
弓
房
三
の
ｓ
、
刃
-○
砂
で
の
毎
扇
 
ぎ
﹈
-ロ
の
三
（
）
口
-ふ
再
く
ゞ
で
○
ニ
ラ
『
刃
-の
い
め
．
﹈
の
④
四

己
．
ヱ
ニ
ユ
ロ
の
ヨ
○
臼
酋
の
ぐ
望
三
二
﹈
の
⑦
一
（
旨
堅
○
員
一
四
-ゞ
﹈
、
＠
ｍ

足

一
）
．
二
色
〔
一
．
零
ざ
旦
巳
の
○
【
口
の
ヨ
○
Ｇ
国
の
戸
も
三
一
ワ
『
刃
応
め
い
一
＠
ｍ
『

ｆ

【
 
三
三
の
『
の
。
：
弓
一
﹈
の
ロ
ワ
あ
一
（
号
ヨ
⑦
二
戸
○
一
、
プ
ニ
め
○
ｓ
目
》
、
ヨ
、
Ｃ
ヨ
ヨ
匡
三
里
の
く
め
-

言
ヨ
・
ン
一
房
。
陣
ご
『
〕
弓
ヨ
．
宝
石
画

﹈
？
【
の
曽
〕
。
ｐ
の
ヨ
ｏ
ｃ
Ｒ
画
の
ご
画
。
（
一
○
一
邑
一
ｍ
ｏ
ｓ
ｇ
》
『
、
ご
巾
一
-い
○
」
④
“、

詞
室
弓
浬
．
シ
め
い
○
国
里
う
お
己
臼
冒
旨
『
胃
く
・
更
三
ワ
、
毛
局
の
め
ゅ
ら
や
』

銅
．
い
『
二
二
-己
の
『
の
〔
一
：
○
一
言
胃
の
ヨ
淫
〕
ｓ
四
コ
〔
一
の
（
〕
の
言
一
弓
一
一
の
○
｝
-諄
勿
ン
。
固
｝
や
④
い

○
詳
言
の
ロ
紗
切
言
⑦
．
唇
一
月
コ
ヨ
宛
の
き
ず
巴
の
一
急
一
⑱
ｏ
Ｑ
の
言
◆
、
｝
ご
一
の
ご
い
﹈
や
や
↑

Ⅳ
．
リ
ー
デ
ル
「
市
民
社
会
の
概
念
史
」
以
文
社
、
一
九
九
○

１Ｈ
・
ア
レ
ン
ト
『
人
間
の
条
件
」
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三

Ｌ
・
ク
レ
ン
ナ
ー
ー
市
民
社
会
の
弁
証
法
」
御
茶
の
水
害
房
、
一
九
八
三

Ｊ
・
ア
ー
リ
「
経
済
・
市
民
社
会
・
国
家
」
法
律
文
化
社
、
一
九
八
六

永続民主主義品命の川論・その後
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ラ
ク
ロ
ゥ
＆
ム
ー
フ
『
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
、
王
義
と
政
治
」
大
村
寺
店
、
一

九
九
二

Ｊ
-ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
公
共
性
の
構
造
転
換
・
第
二
版
』
未
来
社
、
一
九
九

川
（
原
書
ご
紹
・
こ
ぎ
）

バ
リ
バ
ー
ル
＆
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
「
人
秘
、
国
民
、
階
級
』
大
村
書
店
、

一
九
九
五

福
剛
歓
一
「
国
家
、
民
族
、
椎
力
」
岩
波
書
店
、
一
九
八
八

村
上
淳
一
「
近
代
法
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

成
瀬
治
「
近
代
市
民
社
会
の
成
立
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四

両
尾
孝
司
「
市
民
」
『
Ⅱ
本
政
治
学
会
年
報
一
九
七
九
政
論
学
の
茶
礎
概

念
」
岩
波
書
店
、
一
九
八
一

坂
本
・
大
串
編
『
地
球
民
主
主
義
の
条
件
」
川
文
館
、
一
九
九
一

田
中
正
司
『
市
民
社
会
理
論
と
現
代
一
御
茶
の
水
害
房
、
一
九
九
四

内
Ⅲ
義
彦
『
Ⅱ
本
資
本
、
王
義
の
恩
想
像
」
岩
波
書
店
、
一
九
六
七

山
川
定
ほ
か
『
市
民
日
立
の
政
論
戦
略
」
朝
Ⅱ
新
聞
社
、
一
九
九
二

平
田
浦
明
「
市
民
社
会
と
社
会
主
義
」
岩
波
書
店
、
一
九
六
九

平
Ⅲ
清
明
『
社
会
形
成
の
経
験
と
概
念
」
岩
波
書
店
、
一
九
八
○

平
田
・
山
川
・
八
木
編
「
現
代
市
民
社
会
の
旋
回
」
昭
和
蛾
、
一
九
八
七

平
Ⅲ
清
明
『
市
民
社
会
と
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

平
田
・
加
藤
他
『
現
代
市
民
社
会
と
企
業
国
家
」
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九

四
庄
司
興
吉
「
人
間
再
生
の
社
会
運
動
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九

中
西
洋
「
自
川
・
平
等
と
友
愛
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
山

吉
田
傑
俊
『
現
代
民
、
王
、
王
義
の
思
愁
』
青
木
書
店
、
一
九
九
○

平
子
友
長
「
社
会
主
義
と
現
代
世
界
一
青
木
書
店
、
一
九
九
一

井
関
正
久
『
旧
東
独
批
判
勢
力
と
ド
イ
ツ
統
三
 
東
外
大
修
士
論
文
、
一
九

渡
辺
治
編
「
現
代
日
本
社
会
論
』
労
働
旬
報
社
、
一
九
九
六

府
塚
街
二
『
現
在
市
民
社
会
の
社
会
哲
学
的
考
察
』
御
茶
の
水
背
腸
、
一
九

九
兀

松
川
・
鈴
木
糊
『
グ
ラ
ム
シ
恩
想
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
』
法
作
文
化
社
、
一
九

九
五

加
藤
禰
郎
『
岡
家
論
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
青
木
杵
店
、
一
九
八
六

川
藤
哲
郎
「
東
欧
革
命
と
社
会
主
義
」
花
伝
社
、
一
九
九
○

加
藤
哲
郎
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
、
王
、
正
義
の
叫
唯
」
教
行
史
料
川
版
会
、

一
九
九
○

川
藤
禰
郎
『
社
会
と
Ｎ
家
」
器
波
普
啼
、
一
九
九
二

川
藤
哲
郎
「
国
民
同
家
の
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
』
平
凡
社
、
一
九
九
川

加
藤
禰
郎
『
班
代
日
本
の
リ
ズ
ム
と
ス
ト
レ
ス
」
花
伝
社
、
一
九
九
六

【
か
と
う
て
つ
ろ
う
一
一
九
Ⅲ
七
年
生
、
一
補
大
学
教
典
、
政
論
学
専
攻
。

「
脚
家
論
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
（
青
木
＃
鵬
、
一
九
八
六
年
）
、
ラ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
Ⅲ
界
像
』
（
青
木
許
店
、
一
九
九
一
年
）
、
『
モ
ス
ク
ワ
で
荊
滴
さ
れ
た
日
本

人
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
四
年
）
、
「
国
民
岡
家
の
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
」
（
平
凡

社
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。
昨
年
イ
ン
ド
に
滞
在
し
て
、
地
球
社
会
の
、
水
統

民
主
、
王
義
革
命
の
必
要
を
州
感
し
て
き
た
。
二
○
肚
紀
の
民
主
、
王
義
と
は
何

で
あ
っ
た
か
を
、
関
東
大
慶
災
後
の
在
独
Ⅱ
本
人
左
派
倒
峪
定
洞
・
打
澤
広

ｕ
・
干
川
是
也
ら
が
体
験
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
・
ン
ｌ
と
、
彼
ら
の

戦
後
民
主
、
王
義
へ
の
歴
史
的
継
承
・
断
絶
を
追
跡
し
な
が
ら
、
考
え
て
い
る
。

九
四

L

へ 句

竺 畠




